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宇
　
都
　
宮
　
啓
　
吾

「
　
は
じ
め
に

（1）

漢
文
訓
読
史
の
問
題
を
考
え
た
場
合
、
漢
籍
・
仏
典
を
中
心
に
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
観
が
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
日
本
漢
文
に
関
す

（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
（
5
）

る
研
究
と
し
て
は
、
『
日
本
書
紀
』
や
『
高
山
寺
本
古
往
来
』
、
『
本
朝
文
粋
』
、
『
将
門
記
』
な
ど
と
い
っ
た
個
別
の
文
献
に
関
す
る
訓
読
の

研
究
も
行
な
わ
れ
、
今
後
は
、
漢
籍
や
仏
典
と
同
様
に
、
体
系
的
な
把
握
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
日
本
漢
文
を
対
象
と
し
た
漢
文
訓
読
史
の
問
題
に
関
す
る
研
究
の
現
状
で
は
、
未
だ
、
個
別
の
文
献
に
関
す
る
訓
読
の
実
態
を

解
明
し
、
そ
れ
ら
の
成
果
を
積
み
重
ね
て
い
く
と
い
っ
た
段
階
に
留
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
次
の
よ
う
な
間

久
遠
寺
本
『
本
朝
文
粋
』
巻
第
六
に
お
け
る
藤
原
家
点
本
の
利
用
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
三
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題
点
が
考
え
ら
れ
る
。

第
一
点
と
し
て
、
日
本
漢
文
の
訓
点
資
料
が
漢
籍
や
仏
典
ほ
ど
に
は
多
く
の
量
を
見
出
し
得
て
お
ら
ず
、
日
本
漢
文
訓
点
資
料
の
体
系
的

把
握
に
必
要
と
さ
れ
る
だ
け
の
資
料
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
、
今
後
の
資
料
の
渉
猟
が
期
待
さ
れ
る
。

（6）

第
二
点
と
し
て
、
漢
籍
に
お
け
る
『
群
書
治
要
』
清
原
教
隆
加
点
本
の
如
き
漢
籍
の
典
型
と
も
言
う
べ
き
資
料
を
日
本
漢
文
訓
点
資
料
に

お
い
て
想
定
し
得
ず
、
日
本
漢
文
訓
読
の
実
態
に
関
す
る
見
通
し
を
立
て
る
に
至
っ
て
い
な
い
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
近
年
、
漢
籍
や
仏
典
に

（7）

関
す
る
漢
文
訓
読
史
研
究
に
お
い
て
は
、
体
系
的
把
握
か
ら
細
分
化
の
方
向
へ
と
研
究
が
進
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
少
な
く
と
も

漢
籍
、
仏
典
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
共
通
性
を
踏
ま
え
た
上
で
の
研
究
動
向
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
日
本
漢
文
の
文
章
は
多
種
多
様
で

（。0）
あ
り
、
漢
籍
や
仏
典
と
同
等
の
レ
ベ
ル
で
の
共
通
性
を
日
本
漠
文
全
体
を
通
じ
て
見
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
日
本
漢
文
、
日
本
漢
文
訓

点
資
料
の
研
究
に
対
し
て
は
新
た
な
研
究
の
観
点
を
導
入
す
る
必
要
が
存
す
る
。

第
三
点
と
し
て
、
漢
籍
に
お
け
る
博
士
家
や
仏
典
に
お
け
る
流
派
、
視
点
の
存
在
と
い
っ
た
問
題
を
日
本
漢
文
訓
読
に
お
い
て
導
入
す
る

こ
と
は
個
別
の
限
ら
れ
た
文
献
に
つ
い
て
は
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
を
全
体
へ
と
広
げ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
日
本

（9）

漢
文
の
訓
読
に
関
し
て
は
、
そ
の
訓
読
の
非
規
範
性
や
備
忘
的
性
格
と
言
っ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
訓
読
法
の
検
討
の
前
提
と
し
て
、

加
点
者
の
加
点
態
度
に
関
す
る
検
討
が
必
要
と
な
り
、
こ
こ
に
も
研
究
の
困
難
さ
が
存
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
日
本
漢
文
訓
点
資
料

を
加
点
者
の
加
点
態
度
の
観
点
か
ら
分
類
す
る
こ
と
も
要
求
さ
れ
る
。

右
の
他
に
も
問
題
点
が
存
す
る
と
は
思
わ
れ
る
が
、
主
た
る
も
の
と
し
て
以
上
を
挙
げ
て
み
た
。
こ
れ
ら
の
問
題
点
の
克
服
は
、
一
朝
一

夕
に
な
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
今
後
の
検
討
を
通
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
為
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
稿
者
自
身
、
右
の
問
題

に
つ
い
て
は
従
来
の
検
討
の
中
で
若
干
言
及
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
と
り
わ
け
、
日
本
漢
文
訓
点
資
料
の
個
別
的
検
討
を
通
し
て
、
日
本
漢

（10）

文
訓
読
の
実
態
解
明
へ
の
方
法
を
模
索
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
稿
者
は
、
従
来
よ
り
種
々
の
日
本
漢
文
訓
点
資
料
の
中
で
も

『
本
朝
文
粋
』
　
の
加
点
本
に
注
目
し
、
『
本
朝
文
粋
』
訓
読
の
実
態
の
解
明
を
課
題
の
一
つ
と
し
て
い
る
。



『
本
朝
文
粋
』
に
注
目
す
べ
き
ゆ
え
ん
は
、
「
当
時
の
あ
ら
ゆ
る
文
体
を
含
ん
で
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
な
く
、
本
書
に
よ
っ
て
当
時
の

「‖」

文
章
の
形
式
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
本
文
自
体
が
文
体
史
上
に
お
い
て
も
重
要
な
資
料
で
あ
る
と
同
時
に
、
《
資
料

1
》
に
掲
げ
た
一
条
兼
良
の
『
尺
素
往
来
』
　
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
ご
と
く
に
そ
の
訓
読
が
博
士
家
の
所
管
に
な
り
、
訓
読
自
体
が
重
視
さ

れ
た
こ
と
に
あ
る
。

《
資
料
1
》
　
『
尺
素
往
来
』

其
外
。
国
語
。
家
語
。
帝
範
。
臣
軌
。
文
選
。
百
詠
。
遊
仙
窟
。
千
字
文
。
蒙
求
。
楽
府
。
琵
琶
行
。
長
恨
寄
。
白
氏
文
集
。
（
中
略
）

玉
篇
。
広
韻
。
韻
会
。
韻
府
。
本
朝
文
粋
。
和
漢
朗
詠
。
及
至
二
新
朗
詠
。
風
土
記
パ
一
々
可
二
訓
授
一
候
。

つ
ま
り
、
『
本
朝
文
粋
』
の
訓
読
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
種
々
の
文
章
に
お
け
る
訓
読
の
実
態
が
知
ら
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
う
い

っ
た
種
々
の
文
章
に
お
け
る
各
博
士
家
の
家
説
と
し
て
の
訓
読
の
実
態
を
知
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
点
に
注
目
出
来
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、

種
々
の
文
章
の
訓
読
の
集
成
、
又
、
加
点
者
の
加
点
態
度
と
い
っ
た
も
の
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
出
来
る
資
料
と
言
う
点
で
、
博
士
家
加

点
と
い
う
限
ら
れ
た
場
合
で
は
あ
る
も
の
の
、
日
本
漢
文
訓
読
の
一
つ
の
縮
図
、
一
つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。
実
際
、
拙
稿
に
お
い
て
久
遠
寺
本
『
本
朝
文
粋
』
　
（
清
原
教
隆
加
点
）
を
対
象
と
し
て
文
章
様
式
毎
に
訓
法
の
異
な
る
こ

（12）

と
を
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
為
、
『
本
朝
文
粋
』
訓
読
の
実
態
に
つ
い
て
は
今
後
と
も
検
討
す
べ
き
課
題
と
捉
え
、
こ
の
間
題
に
関
す
る
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
る
。

先
に
述
べ
た
如
く
、
『
本
朝
文
粋
』
訓
読
は
漢
籍
と
同
様
に
博
士
家
の
所
管
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
『
本
朝
文
粋
』
訓

読
に
お
い
て
は
漢
籍
訓
読
と
同
様
に
各
博
士
家
相
互
の
交
流
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
所
で
あ
る
。

久
遠
寺
本
『
本
朝
文
粋
』
巻
第
六
に
お
け
る
藤
原
家
点
本
の
利
用
に
つ
い
て
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一
二
六

事
実
、
『
本
朝
文
粋
』
の
点
本
に
は
異
本
注
記
が
次
の
《
資
料
2
》
よ
う
に
存
す
る
こ
と
か
ら
も
、
一
書
の
中
に
他
系
統
の
本
文
や
訓
法
の

存
在
が
知
ら
れ
、
他
家
点
本
の
利
用
に
基
づ
く
各
博
士
家
相
互
の
交
流
の
可
能
性
が
窮
わ
れ
る
。

《
資
料
2
》

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

シ

①
秋
風
遊
－
猟
之
士
・
又
無
二

ヒ

チ

マ

ス

ル

　

　

　

　

を

皆
レ
小
－
應
之
野
」
　
（
久
遠
寺
本
『
本
朝
文
粋
』
巻
十
二
　
下
1
8
0
・
5
）

ヒ
チ
ニ
ス
ル
　
イ

に

ヲ

リ

　

　

　

　

ー

に

　

　

か

誰

一

本

サ

ン

　

　

　

　

ヘ

を

②
巳
居
二
可
－
・
封
之
屋
二
誼
　
　
遺
二
不
－
遇
之
愁
一
乎
．
（
久
遠
寺
本
『
本
朝
文
粋
』
巻
第
三
　
上
8
3
・
1
3
）

そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
『
本
朝
文
粋
』
の
訓
読
の
実
態
を
解
明
す
る
一
階
梯
と
し
て
、
久
遠
寺
本
『
本
朝
文
粋
』
巻
第
六
を
対
象
に
、

『
本
朝
文
粋
』
訓
読
に
お
け
る
博
士
家
の
交
流
と
い
う
観
点
か
ら
他
家
点
本
の
利
用
に
関
す
る
考
察
を
行
な
い
た
い
。

二
、
久
遠
寺
本
『
本
朝
文
粋
』
巻
第
六
に
お
け
る
濁
音
符
の
検
討
－
問
題
の
所
在
－

本
稿
で
対
象
と
す
る
久
遠
寺
本
『
本
朝
文
粋
』
は
清
原
教
隆
の
加
点
に
な
る
点
本
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
巻
第
六
に
つ
い
て
も
《
資
料
3
》

に
示
し
た
清
原
教
隆
加
点
を
示
す
本
奥
書
か
ら
知
ら
れ
る
。

《
資
料
3
》
久
遠
寺
本
『
本
朝
文
粋
』
巻
第
六
の
奥
書

○
文
永
八
年
此
書
者
最
明
寺
禅
門
之
御
時
／
仰
故
清
原
教
隆
真
人
終
朱
墨
／
之
点
而
己

ま
た
、
稿
者
自
身
も
旧
稿
に
お
い
て
久
遠
寺
本
『
本
朝
文
粋
』
が
全
巻
を
通
じ
て
清
原
家
の
家
説
に
基
づ
く
訓
読
で
あ
ろ
う
こ
と
を
考
察



（13）

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
本
書
の
巻
第
六
を
検
討
し
て
み
る
と
、
《
資
料
4
》
と
し
て
示
し
た
よ
う
に
清
原
家
の
所
用
と
は
言
い
難
い
濁
音
符
「
こ
が

認
め
ら
れ
、
且
つ
、
こ
の
濁
音
符
「
こ
は
巻
第
六
に
の
み
存
す
る
と
い
う
点
で
も
注
目
で
き
る
。

《
資
料
4
》
　
久
遠
寺
本
『
本
朝
文
粋
』
巻
第
六
に
お
け
る
濁
音
符
「
こ
の
存
在

ソ
ク
に
　
コ
シ
て

①
老
－
病
↓
暗
　
期
↓

カ
ケ
ン
　
　
を
　
　
　
　
　
　
イ
　
ナ
ラ

②
懸
レ
車
　
不
　
幾
・

メ
シ
カ
バ
　
を

③
燕
－
王
　
求
　
賢

ナ
ラ

湯
－
薬
　
不
レ
静
．
（
肌
・
6
）

著
　
形
」
臥
　
乱
∵
野
準
（
∽
・
1
3
）

、ク
ワ
ク
　
ク
ワ
イ
　
　
　
シ
　
　
　
と
　
　
　
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ヲ
ヒ
　
　
　
ル

▼
郭
儀
一
為
レ
師
　
而
　
四
－
方
　
競
】
至
．
（
聖
1
1
）

そ
し
て
、
こ
の
濁
音
符
「
こ
の
各
博
士
家
に
お
け
る
使
用
状
況
に
つ
い
て
は
《
資
料
5
》
の
如
く
小
林
芳
規
博
士
の
論
が
存
す
る
。

《
資
料
5
》
　
漢
籍
に
お
け
る
濁
音
符

①
明
経
道「

明
経
道
に
お
け
る
清
原
家
と
中
原
家
と
が
、
濁
音
符
を
用
い
た
の
は
無
論
で
あ
る
が
、
清
原
家
で
は
全
て
「
こ
の
み
を
用
い

た
の
に
対
し
て
、
中
原
家
で
は
「
こ
を
も
用
い
た
状
態
を
窮
う
こ
と
が
出
来
る
。
」

（
小
林
芳
規
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』
　
（
東
京
大
学
出
版
会
S
4
2
・
3
）
　
第
五
章
「
博
士
家

各
家
の
訓
読
法
の
特
徴
」
第
五
節
「
漢
籍
の
古
点
本
に
用
い
ら
れ
た
濁
音
符
」
）

②
紀
伝
道

（
参
考
）

久
遠
寺
本
『
本
朝
文
粋
』
巻
第
六
に
お
け
る
藤
原
家
点
本
の
利
用
に
つ
い
て

一
二
七
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時
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菅
原
家
　
－
　
「
こ

藤
原
式
家
　
－
　
「
こ

藤
原
日
野
家
　
－
　
「
こ

藤
原
商
家
　
－
　
「
こ
　
（
推
定
）

ヲ
コ
ト
点

〃
・〃

t

一

ノ

大
江
家
　
－
　
「
こ
　
（
可
能
性
あ
り
）
〃

紀
伝
点

紀
伝
点

紀
伝
点

紀
伝
点

紀
伝
点
系

（
小
林
芳
規
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』
（
東
京
大
学
出
版
会
S
4
2
・
3
）
　
第
五
章
「
博
士
家

各
家
の
訓
読
法
の
特
徴
」
第
五
節
「
漢
籍
の
古
点
本
に
用
い
ら
れ
た
濁
音
符
」
）

右
の
論
か
ら
す
る
と
、
久
遠
寺
本
『
本
朝
文
粋
』
巻
第
六
に
お
け
る
濁
音
符
「
こ
の
存
在
は
清
原
家
と
は
別
の
博
士
家
の
訓
読
の
存
在

を
窮
わ
せ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
同
時
に
、
巻
第
六
に
は
「
こ
の
他
に
他
の
巻
と
同
様
の
「
こ
も
あ
る
た
め
、
こ
の
濁
音
符
「
こ

の
存
在
が
転
写
・
移
点
時
の
単
な
る
他
家
訓
読
の
混
入
に
留
ま
る
も
の
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
清
原
家
家
説
と
の
対
照
を
目
的
と
す
る

積
極
的
な
他
家
点
本
の
利
用
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
の
か
を
考
え
る
余
地
も
起
こ
っ
て
く
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
こ
の
点
に
注
目
し
、
久
遠
寺
本
『
本
朝
文
粋
』
巻
第
六
に
お
い
て
清
原
家
の
他
に
執
れ
の
博
士
家
の
訓
読
の

存
在
が
窮
わ
れ
る
の
か
、
ま
た
、
そ
の
存
在
が
単
な
る
混
入
に
留
ま
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
他
家
点
本
の
積
極
的
な
利
用
の
結
果
と
し
て
捉

え
る
べ
き
で
あ
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

さ
て
、
巻
第
六
に
お
け
る
濁
音
符
「
こ
が
何
れ
の
博
士
家
の
も
の
で
あ
る
の
か
を
検
討
す
る
た
め
に
は
、
本
書
の
濁
音
符
が
示
す
読
法

（
漢
音
・
呉
音
の
系
統
や
声
調
）
が
何
れ
の
博
士
家
と
一
致
す
る
か
と
い
う
点
か
ら
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
素
性
の
知
ら
れ
る
『
本

朝
文
粋
』
巻
第
六
の
点
本
で
、
且
つ
、
濁
音
符
「
こ
を
所
用
と
す
る
博
士
家
の
点
本
を
対
象
と
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
よ
う
な

資
料
と
し
て
、
本
稿
で
は
《
資
料
6
》
に
示
し
た
資
料
を
対
象
と
し
て
扱
う
こ
と
と
す
る
。



（14）

《
資
料
6
》
　
『
本
朝
文
粋
』
諸
本
の
素
性

①
久
遠
寺
本
『
本
朝
文
粋
』
巻
第
六

建
治
二
年
（
一
二
七
六
）
書
写
、
朱
点
墨
訓
、
清
原
教
隆
加
点

「
文
永
八
年
此
書
者
最
明
寺
禅
門
之
御
時
／
仰
故
清
原
教
隆
真
人
終
朱
墨
／
之
点
而
己
」

1
清
原
家
の
訓
法

②
醍
醐
寺
本
『
本
朝
文
粋
』
巻
第
六

延
慶
元
年
二
三
〇
八
）
書
写
、
朱
墨
訓

「
巻
尾
云
延
慶
元
年
十
一
月
十
八
日
依
少
人
之
芳
命
／
染
禿
筆
了
　
執
筆
　
沙
門
禅
兼
／
長
春
丸
之
」

1
菅
原
家
の
訓
法

③
神
田
喜
一
郎
博
士
旧
蔵
本
『
本
朝
文
粋
』
巻
第
六

寛
喜
二
年
（
一
二
三
〇
）
書
写
、
朱
ヲ
コ
ト
点
（
紀
伝
点
）
墨
仮
名
、
寛
実
加
点

1
藤
原
家
の
訓
法

右
の
如
く
、
②
の
醍
醐
寺
本
は
菅
原
家
の
訓
読
を
伝
え
て
お
り
、
③
の
寛
喜
本
は
藤
原
家
の
訓
読
を
伝
え
て
い
る
と
さ
れ
る
。
管
見
に
入

る
限
り
、
中
原
家
や
大
江
家
の
訓
読
を
伝
え
る
『
本
朝
文
粋
』
巻
第
六
の
点
本
は
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
久
遠
寺
本
と
の

対
照
資
料
と
し
て
右
の
二
家
の
点
本
を
用
い
る
。

そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、
久
遠
寺
本
に
お
け
る
濁
音
符
の
示
す
読
法
が
醍
醐
寺
本
と
寛
喜
本
と
の
執
れ
の
読
法
と
一
致
す
る
の
か
を
検
討
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
濁
音
符
「
こ
の
素
性
を
検
討
す
る
。

以
下
に
、
久
遠
寺
本
に
お
け
る
濁
音
符
「
こ
の
例
を
醍
醐
寺
本
・
寛
善
本
と
対
照
す
る
。

久
遠
寺
本
『
本
朝
文
粋
』
巻
第
六
に
お
け
る
藤
原
家
点
本
の
利
用
に
つ
い
て

一
二
九



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
〇

I
、
久
遠
寺
本
に
お
け
る
濁
音
符
「
こ
　
の
付
さ
れ
た
読
法
が
醍
醐
寺
本
・
寛
喜
本
の
二
本
の
読
法
と
一
致
す
る
例
（
十
四
例
）

【
久
遠
寺
本
】

鍍
て
－
青
（
2
1
9
・
1
4
）

ヘ
ン
を

海
　
（
2
2
6
・
4
）

顔
「
子
（
2
2
6
・
9
）

【
醍
醐
寺
本
】

銀0。
へ
ン
ヲ

D。鼻鮮
0
0

青
　
（
1
8
5
）

（掴）
U
子

（279）

【
寛
喜
本
】

銀
0
。
青
0
　
（
1
5
・
1
8
）

ヘ
ン
ヲ

。
。
鼻
　
（
2
0
・
9
）

顔
0
。
－
0
子
　
（
2
0
・
1
3
）

H
、
久
遠
寺
本
に
お
け
る
濁
音
符
「
こ

の
付
さ
れ
た
読
法
が
醍
醐
寺
本
の
読
法
と
の
み
一
致
す
る
例
（
五
例
）

【
久
遠
寺
本
】
　
　
　
　
　
【
醍
醐
寺
本
】

ク

ナ

ル

　

　

　

　

　

　

ク

ワ

ム

　

コ

ナ

ル

歓
。
－
娯
二
2
2
0
・
1
）
　
歓
。
娯
∞
（
墜

ク

ワ

ン

　

ナ

リ

　

　

　

　

　

　

　

　

ク

ワ

ン

　

ホ

ナ

リ

頑
㌢
魯
　
（
2
2
6
・
1
2
）
　
頑
。
。
－
魯
　
（
型

シ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

シ

ウ

柔
「
－
臣
（
2
3
9
・
7
）
　
柔
∞
　
臣
。
（
棚
）

【
寛
喜
本
】

ク
ナ
ル

歓

0

　

0

。

娯

　

（

1

5

・

1

9

）

ク
ワ
ン
　
　
　
　
叫
卯

。
。
頑
－
0
魯
　
（
2
0
・
1
6
）

シ
ふ
ソ

。
。
柔
－
臣
0
　
（
2
8
・
1
7
）

H
、
久
遠
寺
本
に
お
け
る
濁
音
符
「
こ
　
の
付
さ
れ
た
読
法
が
寛
喜
本
の
読
法
と
の
み
一
致
す
る
例
（
三
例
）

【
久
遠
寺
本
】

妻
0
－
撃
　
（
2
2
6
・
6
）

↓

形
0
－
か
骸
（
2
2
3
・
曇

レ
イ
ナ
リ

正
。
齢
　
（
2
5
4
・
9
）

【
醍
醐
寺
本
】

サ
イ妻

－
撃
0
。
（
2
7
6
）

セ
イ

ケ
イ形∵

カ
イ
一
プ

骸
0
　
（
2
4
2
）

レ
イ
ナ
リ

。
齢
　
（
6
5
1
）

【
寛
喜
本
】

セ

イ

　

ト

妻
0
撃
0
。
（
2
0
・
1
0
）

ケ
イ形

的
骸
　
（
1
8
・
1
5
）

レ
イ
な
り

∞
飢
－
齢
　
（
3
8
・
4
）



Ⅳ
、
久
遠
寺
本
に
お
け
る
濁
音
符
「
こ
の
付
さ
れ
た
読
法
が
寛
喜
本
の
読
法
と
の
み
一
致
す
る
例
（
醍
醐
寺
本
に
は
声
点
が
施
さ
れ
て
い
な
い

点
で
H
と
異
な
る
例
）
　
（
六
例
‥
「
期
」
　
の
例
が
五
例
存
す
る
。
）

【
久
遠
寺
本
】

コ期
二
響
8
）

ホ
セ
シ

ト没

　

（

2

4

8

・

2

）

【
醍
醐
寺
本
】

コ期
　
（
2
6
3
）

イ
シ

没
　
（
5
6
1
）

【
寛
喜
本
】

期
∞
　
（
1
9
・
1
6
）

0

0

セ

シ

没

　

（

3

4

・

2

）

Ⅴ
、
久
遠
寺
本
に
お
け
る
濁
音
符
「
こ
　
の
付
さ
れ
た
読
法
が
醍
醐
寺
本
・
寛
喜
本
の
二
本
の
読
法
と
も
一
致
し
な
い
例
（
三
例
）

【
久
遠
寺
本
】

を

上
「
。
。
階
（
2
3
1
・
1
4
）

礼
し
掛
（
禦
6
）

シ
ャ
タ
を

ト

書
T
∴
籍
　
（
2
4
0
・
7
）

Ⅵ
、
そ
の
他
（
一
例
）

【
久
遠
寺
本
】

蕗
（
は
，
1
2
）

【
醍
醐
寺
本
】

カ
イ
ヲ

上
　
0
階
　
（
3
4
6
）

00レ

イ

　

ク

0
礼
－
遇
0
。
（
相
）

シ
ヤ
ク
を

00

0
書
－
籍
　
（
4
5
9
）

【
寛
喜
本
】

を

。
上
∞
階
　
（
2
4
・
6
）

礼
－
遇
0
。
（
2
8
・
1
6
）

シ
ヤ
ク

書
⊥
墾
　
（
2
9
・
1
0
）

【
醍
醐
寺
本
】

こ

∞
間
　
（
親
）

【
寛
喜
本
】

。
。
間
0
。
（
3
0
・
1
7
）

以
上
の
結
果
か
ら
す
れ
ば
、
久
遠
寺
本
の
濁
音
符
「
こ
が
示
す
読
法
は
I
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
醍
醐
寺
本
・
寛
善
本
の
両
方
と
一

久
遠
寺
本
『
本
朝
文
粋
』
巻
第
六
に
お
け
る
藤
原
家
点
本
の
利
用
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
二
．

致
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
Ⅲ
と
Ⅳ
と
を
参
考
に
す
る
な
ら
ば
久
遠
寺
本
の
濁
音
符
が
示
す
読
法
は
寛
喜
本
の

読
法
と
近
い
か
と
も
窺
わ
れ
る
が
、
H
や
Ⅴ
の
例
の
存
す
る
こ
と
か
ら
積
極
的
に
執
れ
の
博
士
家
の
訓
読
か
を
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
に
思

わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
観
点
を
変
え
て
考
察
す
る
必
要
が
存
す
る
。

三
、
久
遠
寺
本
『
本
朝
文
粋
』
巻
第
六
に
お
け
る
合
点
付
き
訓
法
の
素
性

先
に
述
べ
た
如
く
、
久
遠
寺
本
『
本
朝
文
粋
』
巻
第
六
に
お
い
て
は
濁
音
符
の
存
在
か
ら
他
家
訓
読
の
利
用
の
存
在
が
窺
わ
れ
る
も
の
の
、

執
れ
の
博
士
家
の
訓
読
か
を
特
定
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
久
遠
寺
本
『
本
朝
文
粋
』
巻
第
六
に
お
け
る
合
点
付
き

訓
法
を
手
が
か
り
と
し
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
《
資
料
7
》
の
例
の
よ
う
に
当
該
箇
所
に
複
数
の
訓
読
が
存
し
、
一
方
の
訓
読
に
合
点
が
付
さ
れ
て
い
る
以
上
、
そ

こ
に
は
加
点
者
の
積
極
的
な
意
図
が
反
映
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
こ
で
は
、
こ
の
点
に
着
目
し
て
他
家
の
訓
読
の
存
在
を
読
み

と
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

《
資
料
7
》

マ
ウ
ナ
ル
ト
キ
ン
ハ

○
今
は
其
ノ
妄
　
）
知
l
l
メ
　
（
2
2
7
・
1
）

／
ハ
タ
リ
ナ
ル
。
ト
ヲ

そ
こ
で
、
久
遠
寺
本
『
本
朝
文
粋
』
巻
第
六
に
お
い
て
合
点
付
き
の
訓
法
が
清
原
家
の
訓
法
を
示
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
他
家
の
訓

法
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
の
か
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
、
久
遠
寺
本
『
本
朝
文
粋
』
巻
第
六
に
お
け
る
合
点
付
き
訓
法
の
実
態
に
つ
い
て
示
せ
ば
、
《
資
料
8
》
の
如
く
に
な
る
。



《
資
料
8
》
　
久
遠
寺
本
『
本
朝
文
粋
』

∵
ウ
ナ
ル
ト
キ
ン
ハ

①
今
は
其
ノ
妄

／
、
タ
リ
ナ
ル
。
ト
ヲ

T
ウ

②
俄
に
本
－
望
を
変
シ

③
若
　
（
シ
）
　
明
－
恩
の

知
ニ
メ

巻
第
六
に
お
け
る
合
点
付
き
訓
法
の
実
態

（
2
2
7
・
1
）

（テ）
［之］

＼
♪
　
　
　
　
ア
ツ
力

線
に
氏
＝
爵
に
関
ル

／

（220・8）

へ
　
ノ
コ
サ
　
　
ヤ

偏
元
ク
は
・
何
を
－
以
（
テ
）
　
か
此
の
愁
を
遺
ン
乎
．

▼

　

、

・

（229・1）

④
聖
－
風
相
．
－
伝
（
へ
）

シ

ヤ

ク

　

シ

⑤
文
時
・
策
－
試
（
ノ
）

＼
オ
レ
カ

て
今
復
彼
の
如
シ
．
　
（
2
3
3
・
5
）

ツ
イ
テ
　
＼

［
之
］
次
・
当
＝
時
第
一
ナ
リ
［
也
］
．
　
（
2
1
4
・
8
）

久
遠
寺
本
『
本
朝
文
粋
』
巻
第
六
に
お
け
る
合
点
付
き
訓
法
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
右
の
如
く
大
き
く
は
五
つ
に
分
類
で
き
る
よ
う
で
あ

る
。①

で
は
、
合
点
付
き
訓
法
が
「
妄
」
字
を
「
ミ
タ
リ
ナ
ル
コ
ト
ヲ
」
と
訓
読
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
合
点
の
付
か
な
い
訓
法
が
「
マ
ウ

ナ
ル
ト
キ
ン
ハ
」
と
音
読
し
て
い
る
例
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
二
子
に
対
し
て
合
点
付
き
訓
法
が
訓
読
（
訓
読
み
）
し
て
い
る
の
に
対
し
て

合
点
の
付
か
な
い
訓
法
が
音
読
し
て
い
る
例
が
こ
の
①
に
類
す
る
。

②
で
は
、
合
点
付
き
訓
法
が
「
氏
爵
」
を
「
氏
の
爵
」
と
訓
読
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
合
点
の
付
か
な
い
訓
法
が
熟
語
と
し
て
漢
音
読

し
て
い
る
例
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
二
字
の
連
続
に
対
し
て
合
点
付
き
訓
法
が
熟
語
と
せ
ず
に
訓
読
し
て
い
る
の
に
対
し
て
合
点
の
付
か
な

い
訓
法
が
熟
語
で
音
読
し
て
い
る
例
が
こ
の
②
に
賛
す
る
。

③
で
は
、
合
点
付
き
読
法
が
「
元
偏
」
を
「
ブ
ヘ
ン
」
と
熟
語
で
音
読
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
合
点
の
付
か
な
い
訓
法
が
「
偏
元
ク
は
」

と
訓
読
し
て
い
る
例
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
二
字
の
連
続
に
対
し
て
、
合
点
付
き
訓
法
が
熟
語
で
音
読
し
て
い
る
の
に
対
し
て
合
点
の
付
か

な
い
訓
法
が
熟
語
に
せ
ず
訓
読
し
て
い
る
例
が
こ
の
③
に
類
す
る
。

久
遠
寺
本
『
本
朝
文
粋
』
巻
第
六
に
お
け
る
藤
原
家
点
本
の
利
用
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
四カ

レ

④
で
は
、
合
点
付
き
訓
法
が
「
如
彼
」
を
「
彼
の
如
シ
」
と
訓
読
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
合
点
の
付
か
な
い
訓
法
が
「
彼
ガ
如
シ
」
と

訓
読
し
て
い
る
例
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
合
点
付
き
訓
法
と
合
点
の
付
か
な
い
訓
法
と
が
同
様
に
訓
読
（
訓
読
み
）
し
て
い
な
が
ら
そ
の
読
み

添
え
訓
や
実
詞
訓
の
異
な
る
例
が
こ
の
④
に
類
す
る
。

⑤
で
は
、
合
点
付
き
訓
法
が
「
当
時
」
を
呉
音
読
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
合
点
の
付
か
な
い
訓
法
が
漠
音
読
し
て
い
る
例
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
合
点
付
き
訓
法
と
合
点
の
付
か
な
い
訓
法
と
が
同
様
に
音
読
を
し
て
い
な
が
ら
そ
の
昔
の
系
統
が
異
な
る
例
が
こ
の
⑤
に
類
す

る
。以

上
の
如
く
、
久
遠
寺
本
『
本
朝
文
粋
』
巻
第
六
に
お
け
る
合
点
付
き
訓
法
の
実
態
を
確
認
し
た
上
で
、
以
下
、
そ
の
合
点
付
き
訓
法
の

素
性
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
。

I
、
久
遠
寺
本
の
合
点
付
き
訓
法
が
醍
醐
寺
本
・
寛
善
本
の
二
本
の
訓
法
と
一
致
す
る
例

久
遠
寺
本
の
合
点
付
き
訓
法
が
醍
醐
寺
本
・
寛
喜
本
の
二
本
の
訓
法
と
一
致
す
る
例
は
、
以
下
の
如
く
認
め
ら
れ
る
。

ク

タ

シ

（

テ

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

チ

ツ

　

ツ

カ

サ

ト

久
‥
伏
（
シ
）
て
ー
乞
フ
　
乾
0
－
臨
0
・
殊
に
雨
－
露
．
を
降
　
山
－
城
分
－
憂
（
ノ
）
［
之
］
秩
妄
典
レ
ル
に
非
（
ス
）
は
　
（
響

元
（
ハ
）

2
）

コ

　

　

ケ

ム

リ

ン

　

　

　

　

　

　

ク

タ

　

　

サ

ム

セ

イ

フ

ム

イ

ウ

　

　

　

　

　

チ

ツ

　

ツ

カ

サ

ト

醍
‥
伏
シ
テ
乞
ウ
　
乾
0
臨
0
殊
こ
。
雨
露
0
ヲ
降
セ
ハ
山
城
分
0
憂
（
ノ
）
［
之
］
秩
。
。
ヲ
典
ル
に
非
ス
は
（
望

ケ

ン

　

リ

ン

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ッ

ヵ

サ

ト

寛
‥
伏
（
シ
）
て
l
乞
（
フ
）
．
乾
－
臨
・
殊
に
雨
－
軍
を
降
二
セ
（
ハ
）
山
城
分
憂
（
ノ
）
［
之
］
秩
を
典
ル
ノ
ミ
に
非
三
す
．

8
）

（10・



ノ

　

　

ヒ

サ

久
‥
凡
ソ
内
－
史
－
局
藤
原
国
】
均
・
職
．
レ
を
去
ス
　
（
ル
）
　
［
之
］
後
・
　
（
2
1
3
・
1
0
）

′

元

　

　

　

　

ノ

石

サ

ス

ヘ

　

イ

　

　

シ

　

ク

ヰ

ヨ

ク

　

　

　

マ

サ

醍
‥
凡
テ
内
－
0
史
－
局
。
藤
原
国
均
・
職
ヲ
去
テ
後
・
　
（
9
8
）

キ
ヨ
ク

ク

ニ

マ

サ

　

　

　

　

　

　

サ

寛
‥
。
。
内
0
史
局
藤
原
国
均
・
職
（
ヲ
）
去
テ
［
之
］
後
・
　
（
1
0
・
9
）

0
ク
ヰ
ン

他
、
多
数

H
、
久
遠
寺
本
の
合
点
付
き
訓
法
が
醍
醐
寺
本
の
訓
法
と
の
み
一
致
す
る
例

久
遠
寺
本
の
合
点
付
き
訓
法
が
醍
醐
寺
本
の
訓
法
と
の
み
一
致
す
る
例
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
な
例
を
見
出
し
得
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

次
の
③
の
例
の
如
く
、
寛
喜
本
の
当
該
箇
所
に
施
訓
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
た
め
に
寛
喜
本
の
具
体
的
な
訓
法
を
知
る
こ
と
が
で
き
ず
、
結

果
と
し
て
久
遠
寺
本
の
合
点
付
き
訓
法
と
醍
醐
寺
本
の
訓
法
と
の
み
が
一
致
す
る
例
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
、
醍
醐
寺
本
・
寛
喜

本
の
両
方
に
施
訓
が
行
な
わ
れ
、
猶
且
つ
、
久
遠
寺
本
の
合
点
付
き
訓
法
と
醍
醐
寺
本
の
訓
法
と
の
み
が
一
致
す
る
積
極
的
な
例
を
見
出
す

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

セ
ン
（
ト
）

久
‥
将
に
奉
公
（
ノ
）
　
［
之
］
節
を
尽
レ
　
《
将
》
フ
．
（
2
2
2
・
8
）

み
ン
ト
　
　
モ

醍
‥
将
二
奉
公
（
ノ
）
　
［
之
］
節
ヲ
尽
サ
ム
ト
《
将
》
．
（
2
1
5
）

ス

寛
‥
将
三
に
。
奉
公
0
　
（
ノ
）
　
［
之
］
節
。
一
を
尽
二
　
（
サ
ン
ト
）
《
将
》
．
（
1
7
・
9
）

Ⅲ
、
久
遠
寺
本
の
合
点
付
き
訓
法
が
寛
善
本
の
訓
法
と
の
み
一
致
す
る
例

右
の
H
の
如
く
、
久
遠
寺
本
の
合
点
付
き
訓
法
と
醍
醐
寺
本
の
訓
法
と
の
み
が
一
致
す
る
積
極
的
な
例
に
つ
い
て
は
見
出
し
難
か
っ
た
の

に
対
し
て
、
久
遠
寺
本
の
合
点
付
き
訓
法
と
寛
喜
本
の
訓
法
と
の
み
が
一
致
す
る
例
に
つ
い
て
は
次
の
如
く
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

久
遠
寺
本
『
本
朝
文
粋
』
巻
第
六
に
お
け
る
藤
原
家
点
本
の
利
用
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

マ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

＼

ノ

　

　

　

ア

ツ

カ

久
‥
俄
に
本
－
。
望
．
を
変
シ
　
（
テ
）
綾
に
氏
＝
爵
に
関
ル
．
　
（
2
2
0
・
8
）

、
妄
ソ

ニ

ハ

カ

　

　

　

マ

ウ

　

　

　

　

ワ

ツ

カ

　

シ

　

　

0

　

ア

ツ

カ

醍
‥
俄
二
本
㌦
望
ヲ
変
シ
テ
練
二
氏
－
爵
　
二
関
ル
．
　
（
1
9
5
）

こ

ハ

カ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

0

　

　

ア

ツ

カ

寛
‥
俄
二
本
0
∞
望
一
を
。
変
二
（
シ
テ
）
綾
に
氏
の
ー
爵
一
を
関
ル
．
　
　
（
1
6
・
8
）

シ

フ

　

　

　

カ

ハ

　

　

　

　

　

　

　

ス

ミ

ヤ

カ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

サ

ホ

サ

久
‥
舟
－
機
未
（
タ
）
乾
レ
カ
《
未
》
ル
ニ
・
急
　
に
畳
－
浪
（
ノ
）
　
［
之
］
岸
一
に
樟
ニ
ス
　
（
2
2
4
・
1
0
）

元
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

イ

フ

　

　

カ

ワ

　

　

　

　

　

　

タ

チ

マ

チ

　

テ

ウ

　

　

ラ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

　

サ

ホ

サ

醍
‥
舟
－
概
未
夕
乾
カ
《
未
》
ル
ニ
急
　
二
畳
0
1
。
浪
（
ノ
）
　
［
之
］
岸
一
二
樟
ニ
ス
　
（
2
5
2
）

0
シ

ウ

　

セ

フ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

サ

　

　

　

　

　

　

テ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

サ

ホ

サ

寛
‥
舟
－
概
。
未
（
タ
）
乾
（
カ
）
《
末
》
ル
ニ
・
急
に
畳
0
。
－
。
浪
（
ノ
）
　
［
之
］
岸
l
に
樺
こ
す
　
（
1
9
・
7
）

0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
チ
マ
チ

フ

　

セ

フ

久
‥
［
則
］
　
双
－
烏
暁
葉
。
－
県
の
　
［
之
］
月
一
に
飛
ニ
ヒ
　
（
2
2
6
・
3
）

－

ノ

A

㌧

　

河

名

サ

ウ

　

フ

　

キ

セ

フ

ク

ヱ

ン

　

　

　

　

　

　

　

ト

醍
‥
［
則
］
　
双
0
見
0
暁
葉
。
県
ノ
　
［
之
］
月
二
飛
ヒ
　
（
2
7
4
）

フ

　

セ

ツ

寛
‥
［
則
］
　
双
－
見
暁
葉
。
－
県
（
ノ
）
　
［
之
］
月
一
に
飛
二
ヒ
　
（
2
0
・
8
）

－
セ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
ク

マ
ウ
ナ
ル
ト
キ
ン
ハ

久
‥
今
は
其
ノ
妄
　
）
知
ニ
メ
　
（
2
2
7
・
1
）

／
ハ
タ
リ
ナ
ル
。
ト
ヲ

ミ
タ
ラ

醍
‥
今
ハ
其
ノ
。
。
妄
ナ
ル
コ
ト
ヲ
知
二
ヌ
　
（
2
8
5
）

ハ

ウ

タ

ル

コ

ト

ミ

タ

リ

　

　

　

、

＼

ノ

ノ

寛
‥
今
は
其
の
妄
一
ナ
ル
こ
と
を
知
ニ
ヌ
・
　
（
2
1
・
2
）

以
上
の
検
討
か
ら
全
体
を
見
通
し
た
結
果
、
久
遠
寺
本
『
本
朝
文
粋
』
巻
第
六
に
お
け
る
合
点
付
き
訓
法
は
、
寛
喜
本
の
訓
法
と
一
致
す

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
先
に
述
べ
た
如
く
、
寛
善
本
が
藤
原
家
の
訓
法
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
久
遠
寺
本
『
本
朝
文
粋
』
巻
第
六
に
お

け
る
合
点
付
き
訓
法
は
、
清
原
家
の
訓
法
で
は
な
く
、
藤
原
家
の
訓
法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
濁
音
符
「
こ
の
存
在
か
ら
窺



わ
れ
た
久
遠
寺
本
『
本
朝
文
粋
』
巻
第
六
に
お
け
る
他
家
訓
読
と
は
藤
原
家
の
訓
読
と
考
え
ら
れ
、
濁
音
符
「
こ
が
藤
原
家
所
用
で
あ
る

こ
と
に
も
矛
盾
し
な
い
。

ま
た
、
清
原
教
隆
と
藤
原
家
と
の
交
渉
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
清
原
教
隆
が
藤
原
家
点
本
を
利
用
し
て
『
群
書
治
要
』
に
加
点
し
た
旨
が

本
奥
書
と
し
て
次
の
《
資
料
9
》
の
如
く
に
存
し
て
お
り
、
本
書
に
お
け
る
藤
原
家
の
訓
読
の
存
在
を
外
部
徴
証
か
ら
も
矛
盾
無
く
説
明
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

《
資
料
9
》

①
藤
原
（
式
家
）
敦
綱
加
点
本
の
利
用
‥
『
群
書
治
要
』
巻
第
三
十
九

「
蓮
華
王
院
宝
蔵
御
本
奥
書
云
／
長
寛
二
年
清
涼
八
月
伏
奉
　
給
命
／
謹
以
点
進
恐
多
魯
魚
之
疑
独
招
周
／
鼠
之
晒
臭
／
　
河
内
守

従
五
位
上
藤
原
朝
臣
敦
綱
／
正
元
々
年
仲
冬
之
候
為
進
覧
革
命
／
勘
文
参
華
之
次
申
出
蓮
華
王
院
／
宝
■
蔵
御
本
校
合
之
又
写
点

了
／
　
直
講
清
原
（
教
隆
花
押
）

②
藤
原
（
式
家
）
敦
周
加
点
本
の
利
用
‥
『
群
書
治
要
』
巻
第
三
十
六

「
点
本
奥
云
／
長
寛
二
年
五
月
十
五
日
／
正
五
位
下
行
大
内
記
藤
原
朝
臣
敦
周
点
進
／
文
応
元
年
孟
冬
之
候
為
進
上
革
／
命
勘

（
文
）
（
右
補
）
参
花
之
次
申
出
蓮
華
王
院
／
宝
蔵
御
本
校
之
点
之
了
／
直
講
清
原
（
教
隆
花
押
）

③
藤
原
（
式
家
）
敦
経
加
点
本
の
利
用
‥
『
群
書
治
要
』
巻
第
四
十
三

「
本
奥
云
／
　
点
校
了
／
長
寛
二
年
五
月
十
五
日
／
　
散
位
従
五
位
下
藤
原
朝
臣
敦
経
点
進
」

④
藤
原
（
商
家
）
茂
範
加
点
本
の
利
用
‥
『
群
書
治
要
』
巻
第
十
五

「
此
書
一
部
先
年
於
京
都
／
書
写
了
而
当
巷
談
右
／
京
兆
茂
範
加
点
了
麦
／
去
文
永
七
年
十
二
月
当
／
巻
己
下
少
々
焼
失
了
然
間
／

以
康
有
之
本
重
書
写
点
／
校
了
康
有
本
者
以
予
／
之
焼
失
之
本
所
書
写
也
／
千
時
建
治
二
年
八
月
二
十
五
／
日
　
越
州
刺
史
（
実

久
遠
寺
本
『
本
朝
文
粋
』
巻
第
六
に
お
け
る
藤
原
家
点
本
の
利
用
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
七



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

時
花
押
）
／
本
奥
云
／
本
云
正
元
々
年
極
月
廿
八
日
／
右
入
京
）
（
右
補
）
兆
点
給
了
蓋
是
去
比
／
依
挑
中
也
」

一
三
八

右
の
よ
う
な
奥
書
の
存
在
か
ら
点
本
に
基
づ
く
清
原
教
隆
と
藤
原
家
と
の
交
流
が
窺
わ
れ
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
　
『
本
朝
文
粋
』
　
に
お
い

て
も
存
し
た
と
し
て
も
問
題
は
な
い
。

そ
し
て
、
こ
の
合
点
と
い
う
注
記
の
符
号
を
用
い
て
い
る
以
上
、
そ
こ
に
は
加
点
者
の
積
極
的
な
意
図
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の

合
点
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
藤
原
家
の
訓
読
は
、
単
な
る
書
写
・
移
点
時
の
混
入
で
は
な
く
、
清
原
家
の
訓
読
と
の
対
照
を
目
的
と
し
て
藤
原

家
点
本
が
積
極
的
に
利
用
さ
れ
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
表
示
の
方
法
と
し
て
、
音
読
と
り
わ
け
声
調
を
問
題
と
す
る
箇
所
に

（15）

つ
い
て
は
藤
原
家
所
用
の
濁
音
符
「
こ
を
用
い
て
示
し
、
訓
読
全
体
に
亘
る
問
題
に
つ
い
て
は
藤
原
家
の
訓
読
を
合
点
を
用
い
て
示
す
と

い
う
方
法
が
採
択
さ
れ
て
い
る
も
の
と
理
解
で
き
る
。
そ
し
て
、
濁
音
符
の
存
在
は
、
濁
音
符
「
こ
が
清
原
家
の
所
用
で
は
な
い
た
め
に

結
果
と
し
て
容
易
に
他
家
点
本
の
利
用
の
存
在
（
他
家
の
訓
読
の
存
在
）
を
明
示
す
る
役
割
を
も
担
い
得
る
。

以
上
の
結
果
、
久
遠
寺
本
『
本
朝
文
粋
』
巻
第
六
に
お
い
て
は
訓
読
全
体
に
亘
っ
て
藤
原
家
の
訓
読
が
清
原
家
家
説
と
し
て
の
訓
読
と
の

対
照
を
目
的
と
し
て
利
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

四
、
久
遠
寺
本
『
本
朝
文
粋
』
に
お
け
る
藤
原
家
点
本
の
利
用
態
度

今
ま
で
の
検
討
か
ら
、
久
遠
寺
本
『
本
朝
文
粋
』
巻
第
六
に
お
い
て
は
訓
読
全
体
に
亘
っ
て
藤
原
家
の
訓
読
が
利
用
、
参
照
さ
れ
た
こ
と

が
知
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
表
示
の
方
法
と
し
て
は
音
読
、
と
り
わ
け
声
調
を
問
題
と
す
る
箇
所
に
つ
い
て
は
藤
原
家
所
用
の
濁
音
符
「
こ

を
用
い
て
示
し
、
訓
読
全
体
に
亘
る
問
題
に
つ
い
て
は
藤
原
家
の
訓
読
を
合
点
を
用
い
て
示
す
と
い
う
方
法
が
採
択
さ
れ
て
い
る
。

で
は
、
こ
の
よ
う
な
藤
原
家
の
訓
読
が
巻
第
六
の
み
の
こ
と
で
あ
る
の
か
、
全
巻
に
亘
る
も
の
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。

但
し
、
藤
原
家
の
訓
読
を
窺
わ
せ
る
濁
音
符
「
こ
の
使
用
は
巻
第
六
の
み
に
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
点
か
ら
の
考
察
は
困
難
で
あ



る
。そ

こ
で
、
合
点
に
関
す
る
検
討
が
必
要
と
な
る
が
、
藤
原
家
の
訓
読
を
伝
え
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
資
料
は
管
見
に
入
る
と
こ
ろ
で
は
次
の

二
本
（
巻
第
十
三
e
巻
第
十
四
）
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
二
本
を
対
象
と
し
て
検
討
す
る
。

《
資
料
1
0
》
　
藤
原
家
の
訓
読
を
伝
え
る
『
本
朝
文
粋
』
諸
本

①
天
理
本
『
本
朝
文
粋
』
巻
第
十
三

鎌
倉
時
代
書
写
、
墨
訓
、
鎌
倉
時
代
中
期
加
点

（16）

（
奥
書
ナ
、
ツ
‥
但
し
、
先
行
研
究
に
よ
り
、
藤
原
家
の
訓
法
を
伝
え
る
と
さ
れ
る
。
）

②
真
福
寺
本
『
本
朝
文
粋
』
巻
第
十
四

建
保
五
年
（
一
≡
七
）
書
写
、
朱
点
墨
訓
、
藤
原
淳
範
加
点

「
弘
安
三
年
七
月
九
日
　
酉
剋
計
書
写
畢
／
幸
順
（
花
押
）
／
正
応
元
年
夷
則
九
日
以
家
説
授
／
申
己
託
／
散
木
藤
淳
範
」

ま
ず
、
久
遠
寺
本
の
合
点
付
き
訓
読
の
箇
所
と
天
理
本
の
当
該
箇
所
と
を
比
較
す
る
。

一
切
の
毒
－
薬
ノ
為
二
中
二
フ
所
不
（
2
1
5
・
5
）

②
一
㌍
現
一
灯

ア
テ
ラ

メ
　
　
ヤ
プ
　
　
　
　
レ

①
一
㍍

＼
♪

以
て
天
1
衆
地
l
祇
三
界
に
四
恩
主
廻
l
向
二
す
．

天
衆
地
∞
祇
∞
三
界
∞
ノ
四
恩
二
言
廻
向
0
ニ
セ
ム
．

「
－
生
「
－
切
の
毒
－
薬
あ
為
二
齢
ラ
軒
上
不
下

（221・3）

（204・8）

（229・12）

久
遠
寺
本
『
本
朝
文
粋
』
巻
第
六
に
お
け
る
藤
原
家
点
本
の
利
用
に
つ
い
て



鎌久

倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

＼
＼

ヘ

ン

　

　

　

　

　

ハ

ツ

撃
－
緑
（
シ
テ
）
恵
レ
ル
所
レ
無
レ
キ
に
非
（
ス
）
．
　
（
2
3
1
・
2
）

ア
ケ
テ
レ
手
テ
ヲ

イ
本

一
四
〇

ヘ

ン

　

ヘ

ン

　

　

ハ

ツ

　

　

ロ

天
‥
攣
－
緑
シ
テ
恵
一
ル
所
無
キ
ニ
非
ス
．
　
（
2
1
7
・
1
）

右
の
結
果
か
ら
、
巻
第
十
三
に
お
い
て
は
久
遠
寺
本
の
合
点
付
き
訓
法
の
箇
所
と
天
理
本
の
該
当
個
所
と
が
一
致
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。

つ
ま
り
、
巻
第
十
三
に
お
い
て
も
久
遠
寺
本
の
合
点
付
き
訓
法
は
藤
原
家
の
訓
読
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

次
に
久
遠
寺
本
の
合
点
付
き
訓
読
の
箇
所
と
真
福
寺
本
巻
第
十
四
の
当
該
箇
所
と
を
比
較
す
る
。

ラ

ム

　

　

　

　

　

　

　

　

サ

ウ

　

ヤ

フ

ル

、

と

久
‥
玉
－
卵
共
ニ
［
於
］
煙
－
巣
l
に
破
二
　
　
（
2
7
4
・
8
）

／
ル

0

真
‥
五

ラ

ン

　

に

　

　

　

　

　

サ

ウ

　

に

　

ル

卵
共
ニ
［
於
］
煙
巣
三
破
ニ
　
（
2
1
7
・
1
）

②

　

＼

ヘ

イ

　

　

ソ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ア

ク

　

ア

タ

ハ

久
‥
平
0
－
。
素
に
蘭
を
採
（
リ
テ
）
　
以
て
誠
一
を
麹
ニ
ル
能
三
レ
不
　
（
2
7
4
・
8
）

＼

ヘ

イ

　

　

ソ

に

－

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ア

ク

真
‥
平
0
－
。
素
二
蘭
ヲ
採
（
リ
）
　
テ
以
テ
誠
一
ヲ
勉
二
ル
コ
ト
龍
三
不

ナ

　

　

　

カ

ナ

シ

　

サ

ル

久
＝
耳
－
目
（
ノ
）
触
レ
ス
ル
所
・
何
－
事
か
悲
レ
ハ
不
　
（
2
8
2
・
5
）

メ
ル

の
ア

真
‥
耳
1
日
ノ
触
ル
＼
所
何
事
（
カ
）
悲
レ
ハ
不
ラ
ン

右
の
結
果
、
巻
第
十
四
に
つ
い
て
は
、
三
例
中
二
例
（
②
③
）
が
久
遠
寺
本
の
合
点
付
き
訓
法
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
久
遠
寺
本
『
本
朝
文
粋
』
　
に
お
い
て
は
巻
第
六
の
み
な
ら
ず
、
他
の
巻
に
お
い
て
も
傾
向
と
し
て
は
合
点
付

き
訓
法
が
藤
原
家
の
訓
読
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
全
巻
に
亘
る
傾
向
と
し
て
藤
原
家
の
訓
法
が
合
点
に

よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
予
想
も
立
つ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
予
想
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
現
在
に
お
い
て
藤
原
家
の
訓
読
を
伝
え
る
と
さ
れ
る
『
本
朝
文
粋
』
　
の
点
本
が
少
な
く
、
ま
た
、
全
巻

に
亘
ら
な
い
以
上
、
久
遠
寺
本
『
本
朝
文
粋
』
の
合
点
付
き
訓
法
の
箇
所
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
藤
原
家
の
訓
読
（
巻
第
六
・
巻
第
十
三
・



巻
十
四
以
外
の
文
章
に
お
け
る
訓
読
）
の
実
態
を
知
る
手
懸
か
り
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
濁
音
符
「
こ
が
巻
第
六
以

外
に
は
存
し
な
い
、
又
、
他
の
巻
で
の
確
認
が
困
難
で
あ
る
点
に
問
題
が
残
り
、
こ
の
点
に
関
す
る
検
討
は
今
後
の
課
題
と
考
え
る
。
と
は

言
え
、
現
段
階
の
稿
者
の
考
え
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
藤
原
家
は
紀
伝
道
の
家
で
あ
り
、
漢
詩
文
を
対
象
と
す
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
藤
原
家

の
訓
読
を
示
す
場
合
、
最
も
重
視
す
べ
き
は
『
本
朝
文
粋
』
　
に
お
け
る
漢
詩
文
の
箇
所
で
あ
り
、
久
遠
寺
本
『
本
朝
文
粋
』
　
で
は
巻
第
六
に

相
当
す
る
。
そ
れ
故
に
、
藤
原
家
の
訓
法
を
示
す
の
に
最
も
重
視
す
べ
き
巻
第
六
に
の
み
濁
音
符
「
こ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
あ

な
が
ち
、
問
題
と
は
言
え
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
即
ち
、
久
遠
寺
本
『
本
朝
文
粋
』
　
に
お
い
て
は
全
体
を
通
し
て
藤
原
家
点
本
を
利
用
し
て

い
る
も
の
の
、
最
も
重
視
す
べ
き
巻
第
六
に
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
重
視
す
べ
き
こ
と
を
明
示
す
る
役
割
を
含
め
て
濁
音
符
「
こ
を
用
い
た

と
も
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

五
、
お
わ
り
に

以
上
の
検
討
か
ら
、
久
遠
寺
本
『
本
朝
文
粋
』
巻
第
六
に
お
い
て
濁
音
符
「
こ
と
合
点
付
き
訓
法
が
藤
原
家
の
訓
読
を
示
し
て
い
る
こ

と
が
知
ら
れ
た
。
ま
た
、
今
後
の
課
題
と
す
べ
き
で
は
あ
る
が
、
こ
の
点
は
久
遠
寺
本
『
本
朝
文
粋
』
全
巻
に
亘
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
の

予
想
も
立
て
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
本
稿
で
は
本
文
に
関
す
る
詳
細
な
検
討
は
行
な
わ
な
か
っ
た
が
、
次
の
如
く
、
本
書
に
お
け
る
合
点
付
き
校
異
箇
所
は
、
藤
原
家

の
訓
読
を
伝
え
る
点
本
（
巻
第
六
・
巻
第
十
三
・
巻
第
十
四
）
と
一
致
し
て
お
り
、
こ
の
点
か
ら
も
本
書
が
藤
原
家
の
点
本
を
利
用
し
た
こ
と
が

窺
わ
れ
る
。

①

エ
フ

ル
イ
　
＼

久
‥
直
幹
・
［
於
］
累
－
葉
刺
－
史
（
ノ
）
　
［
之
］
家
に
一
生
レ
　
（
テ
）
　
（
巻
六
　
2
0
8
・
1
3
）

テ

　

　

　

　

業

醍
‥
直
幹

エ

ウ

シ

［
於
］
累
－
葉
刺
－
史
（
ノ
）
　
［
之
］
家
テ
生
レ
テ
　
（
醍
醐
寺
本
　
3
0
）

久
遠
寺
本
『
本
朝
文
粋
』
巻
第
六
に
お
け
る
藤
原
家
点
本
の
利
用
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

ヨ

久
‥
庸
才
以
て
董
－
閤
［
之
］
　
（
ノ
）
月
を
一
撃
ニ
ッ
可
レ
　
（
カ
ラ
）
不
　
（
巻
六
　
2
1
0
・
8
）

－

モ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヨ

醍
‥
庸
－
才
以
テ
董
閣
［
之
］
　
（
ノ
）
月
ヲ
攣
ツ
可
レ
　
（
カ
ラ
）
不
　
（
醍
醐
寺
本
　
5
2
）

一
四
二

仮
に
、
先
に
示
し
た
予
想
、
本
書
が
全
巻
に
亘
っ
て
藤
原
家
の
点
本
を
利
用
し
た
と
す
る
予
想
が
首
肯
さ
れ
る
な
ら
ば
、
現
在
報
告
さ
れ

て
い
な
い
藤
原
家
点
本
の
本
文
・
訓
読
の
実
態
が
本
書
の
合
点
か
ら
窺
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
点
に
お
い
て
、
合
点
付
き
校
異

箇
所
が
異
本
研
究
に
関
す
る
手
懸
か
り
を
も
提
示
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
は
、
こ
の
点
に
関
す
る
検
討
も
必
要
に
な
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。

以
上
、
本
稿
で
は
濁
音
符
と
合
点
と
を
手
懸
か
り
と
す
る
こ
と
で
久
遠
寺
本
『
本
朝
文
粋
』
　
に
お
け
る
他
家
点
本
の
利
用
に
つ
い
て
考
察

し
て
き
た
。
本
書
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
他
に
も
「
イ
・
イ
本
」
「
本
二
本
」
と
い
っ
た
注
記
も
存
し
、
こ
れ
ら
は
、
藤
原
家
の
訓
読
や

本
文
と
一
致
し
な
い
も
の
も
存
す
る
。
そ
の
為
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
考
察
も
今
後
必
要
と
な
る
。

本
稿
の
如
き
検
討
も
含
め
、
『
本
朝
文
粋
』
訓
読
に
関
す
る
検
討
を
更
に
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
『
本
朝
文
粋
』
諸
本
の
渉
猟
と
系
統
・

訓
法
な
ど
の
多
岐
に
亘
る
個
別
的
な
精
査
・
解
明
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
『
本
朝
文
粋
』
訓
読
の
全
体
像
を

解
明
し
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
検
討
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
的
に
日
本
漢
文
訓
読
の
体
系
的
把
握
へ
と

発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
。

注（
1

（
2

築
島
裕
「
訓
点
語
研
究
の
足
跡
を
辿
っ
て
」
　
（
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
　
9
3
　
H
6
・
3
）
　
に
よ
っ
て
も
窺
わ
れ
る
。

①
石
塚
晴
通
「
国
語
資
料
と
し
て
の
日
本
書
紀
古
訓
」
　
（
国
語
学
会
研
究
発
表
会
　
S
4
9
・
1
1
　
要
旨
『
国
語
学
』
　
1
0
0
　
S
5
0
・
3
）

②
築
島
裕
・
石
塚
暗
通
『
東
洋
文
庫
蔵
岩
崎
本
日
本
書
紀
』
　
（
S
5
3
）

③
石
塚
暗
通
『
図
書
寮
本
日
本
書
紀
　
本
文
篇
・
索
引
篇
・
研
究
篇
』
　
（
S
5
5
、
5
6
、
5
9
）

他



（
3
）
　
小
林
芳
規
「
国
語
資
料
と
し
て
の
高
山
寺
本
古
往
来
」
　
（
『
高
山
寺
本
古
往
来
表
白
集
』
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
編
　
東
京
大
学
出
版
会

S
4
7
・
3
）

（
4
）
　
①
小
林
芳
規
「
訓
点
解
説
　
三
　
本
朝
文
粋
巻
第
十
三
の
訓
点
」
　
（
『
平
安
詩
文
残
篇
』
天
理
図
書
館
善
本
著
書
　
八
木
書
店
　
S
5
9
・
9
）

②
山
本
秀
人
「
久
遠
寺
本
本
朝
文
粋
清
原
教
隆
点
の
訓
法
に
つ
い
て
ー
助
字
の
訓
法
を
中
心
に
－
」
　
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
　
1
4
　
H
3
・
1
0
）

③
小
林
芳
規
「
醍
醐
寺
蔵
本
朝
文
粋
巻
第
六
延
慶
元
年
書
写
本
の
訓
点
に
つ
い
て
」
　
（
『
研
究
紀
要
』
1
2
　
醍
醐
寺
文
化
財
研
究
所
　
H
4
・
3
）

④
拙
稿
「
紅
葉
山
文
庫
蔵
「
令
義
解
」
序
と
の
比
較
か
ら
観
た
久
遠
寺
本
『
本
朝
文
粋
』
所
収
「
令
義
解
序
」
の
訓
法
－
久
遠
寺
本
『
本
朝
文
粋
』
の

訓
読
の
一
側
面
－
」
　
（
『
国
文
筆
致
』
　
1
3
4
　
H
4
・
6
）

⑤
拙
稿
「
『
本
朝
文
粋
』
訓
読
に
お
け
る
文
章
様
式
と
訓
法
と
の
相
関
性
に
つ
い
て
－
久
遠
寺
本
を
手
懸
か
り
と
し
て
－
」
　
（
『
大
谷
女
子
大
国
文
』
2
6

H
8
・
3
）

（
5
）
　
鈴
木
恵
「
東
福
寺
本
将
門
記
に
於
け
る
助
字
の
訓
法
と
読
添
の
方
法
」
　
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
　
1
2
　
H
l
・
7
）

（
6
）
　
小
林
芳
規
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』
　
（
東
京
大
学
出
版
会
　
S
4
2
・
3
）
　
序
章
「
研
究
資
料
の
整
理
と
検
討
」

第
一
節
「
訓
読
語
法
に
基
く
訓
点
資
料
の
分
類
」
に
お
い
て
、
『
群
書
治
要
』
清
原
教
隆
加
点
本
を
漢
籍
訓
読
の
対
象
資
料
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

（
7
）
　
注
　
（
1
）
　
論
文
よ
り
窺
わ
れ
る
。

（
8
）
　
峰
岸
明
『
平
安
時
代
古
記
録
の
国
語
学
的
研
究
』
序
章
「
記
録
語
研
究
の
意
義
と
構
想
」
第
二
節
「
記
録
語
・
記
録
体
の
概
要
」
　
に
詳
し
い
。
峰

岸
博
士
に
よ
れ
ば
日
本
漢
文
を
漢
籍
系
・
仏
典
系
・
実
用
文
体
と
い
っ
た
観
点
か
ら
分
類
さ
れ
て
お
り
、
訓
点
資
料
の
分
類
で
あ
る
漢
籍
・
仏
典
と

い
っ
た
観
点
が
日
本
漢
文
に
は
包
抱
さ
れ
て
お
り
、
日
本
漢
文
と
し
て
の
全
体
像
の
多
様
性
が
知
ら
れ
る
。

（
9
）
　
小
林
芳
規
「
和
化
漢
文
に
於
け
る
口
頭
語
資
料
の
認
定
」
　
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
　
1
2
　
H
l
・
7
）

（
1
0
）
　
注
　
（
4
）
④
⑤
論
文

拙
稿
「
天
理
本
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
の
訓
法
に
つ
い
て
ー
文
章
の
性
格
か
ら
観
た
和
化
漢
文
訓
点
資
料
の
訓
法
に
関
す
る
一
考
察
－
」
　
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』

1
7
　
H
6
・
5
）

（
1
1
）
　
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
　
（
岩
波
書
店
　
S
5
9
・
1
0
）
　
「
本
朝
文
粋
」
　
の
項
（
大
曾
根
章
介
）

（
1
2
）
　
注
　
（
4
）
⑤
論
文

久
遠
寺
本
『
本
朝
文
粋
』
巻
第
六
に
お
け
る
藤
原
家
点
本
の
利
用
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

（
1
3
）
　
注
　
（
4
）
　
④
論
文

（
1
4
）
　
注
（
4
）
③
論
文

（
1
5
）
　
紀
伝
道
に
お
け
る
字
音
読
と
明
経
道
に
お
け
る
字
音
読
と
が
異
な
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
沼
本
克
明
博
士
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
お
り
（
『
平
安

鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漠
字
音
に
就
て
の
研
究
』
武
蔵
野
書
院
　
S
5
7
・
3
）
、
清
原
家
所
用
の
濁
音
符
「
こ
を
用
い
ず
に
濁
音
符
「
こ
を
用

い
た
こ
と
は
こ
の
点
を
反
映
し
た
結
果
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
今
後
の
検
討
を
侯
ち
た
い
。

（
1
6
）
　
注
　
（
4
）
①
論
文

（
付
記
）本

稿
は
、
第
二
十
一
回
鎌
倉
時
代
語
語
研
究
会
夏
期
研
究
集
会
（
H
8
・
8
、
於
比
治
山
大
学
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
を
基
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。
席
上
、
小
林
芳
規
先
生
、
山
本
秀
人
氏
よ
り
貴
重
な
御
教
示
を
賜
っ
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。




